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　今、ちょっとしたブームのようになっている LGBT。
最近では「カミングアウト」という言葉も一般的に使われ
るようになりました。
　

　「カミングアウト」は「come out of the closet（クロー
ゼットの中から出てくる）」という表現を語源とするもの
で、セクシュアリティの文脈では、「カミングアウト（公
表すること）」と「クローゼット（公表しないでいること）」
は対をなす言葉としてあります。自身のセクシュアリティ
をいつ、どこで、誰に、どのように開示するか、またはし
ないか、という命題は、差別や偏見にさらされがちなセク
シュアルマイノリティにとって非常にシビアな問題です。
とりわけ、LGBTムーブメントを牽引している首都圏や大
都市と比較して、時に閉鎖的とも言われる東北では、さら
に切実な問題となっています。
　
　レインボーアーカイブ東北では、東日本大震災での経験
を機に、まだまだ可視化されていない地方の当事者の生の
声を集め、ウェブサイトや冊子などでアピールしていくこ
とで、違いを認めあい尊重しあう、より生きやすい社会を
目指して活動してきました。

　そのようななか、2016 年 3月に仙台で実施された「OUT 
IN JAPAN 東北プロジェクト 」。「カミングアウト」をテー
マにしたこのビッグイベントには、地元のいわゆるセク
シュアルマイノリティの当事者をはじめ、さまざまな人が
さまざまなかたちで関わり、それぞれがそれぞれに、「カ
ミングアウト／クローゼット」について、これまで以上に
思いをめぐらせることになりました。

　「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」の現場に立ち会い、
さまざまな人と出会うなかで、レインボーアーカイブ東北
のメンバーは、カミングアウトした人のポートレートや、
マスメディアの報道だけでは伝わらない多様さ・複雑さを
掘り下げ、記録にとどめたいと考えるようになりました。
そしてその手段として、「OUT IN JAPAN 東北プロジェ
クト」に関わった人たちにインタビューを行いました。こ
れらのインタビュー記録から伝わってくるのは、セクシュ
アルマイノリティに関する「カミングアウト／クローゼッ
ト」のありようや背景にある考え方はそれぞれに異なり、
ひとくくりにできるものではないということです。

　自分のことをどこまで相手に伝えるか／伝えないかとい
う選択は、セクシュアリティに限らず、私たちがその都度
決定していることであって、どちらが良い、悪いと言い切
ることができるものではありません。今回の展示やトーク
企画を通じて、さまざまなことがらの「カミングアウト／
クローゼット」について、みなさまひとりひとりに自分の
こととして考えていただければと思っています。

　　　　　　　　　　　　　 レインボーアーカイブ東北

ごあいさつ

※「OUT IN JAPAN」「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」について：「OUT IN JAPAN」は、日本の LGBT をはじめとするセクシュアルマ

イノリティにスポットライトを当て、市井の人々を含む多彩なポートレートを様々なフォトグラファーが撮影し、５年間で１０,０００人のギャ

ラリーを目指すカミングアウト・フォトプロジェクト。２０１５年より各地で撮影会や写真展などが開催されています（企画運営：特定非営

利活動法人グッド・エイジング・エールズ〔東京都渋谷区〕）。

仙台でのこの撮影会が開催されるにあたり、東北で活動するセクシュアリティ関連団体が協働して「OUT IN JAPAN 東北プロジェクト実

行委員会」を結成。グッド・エイジング・エールズとの共催で、東北独自の企画を実施しました。
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小野寺  真

カミングアウトヒストリー

女として扱われることに違和感を覚えるようになっ
たのっていつ頃ですか？
‒‒‒‒

女性を恋愛対象として意識し始めたのは？
‒‒‒‒

人のせいにして
生きるのは、
もう嫌だった

「OUT のその後」
インタビュー①

4

子供時代を過ぎて、中学生になると、今度は制服の問
題なんかも出てきますよね。
‒‒‒‒

トイレの問題で悩むことはありましたか？
‒‒‒‒

小学校の頃からバスケットボールに打ち込んで、高校
はバスケットボールが盛んな女子高に入ったんです
よね。
‒‒‒‒

でも、怪我のせいでバスケットボールができなくなって。
‒‒‒‒



5

それで結局、理容室を経営していた親御さんに言われ
て、高校卒業してすぐ理容専門学校に進学するんです
よね。
‒‒‒‒

今ではこうやって自分で理容室を経営している小野
寺さんですが、理容師になったきっかけはじゃあ受け
身というか、なりゆきというか。

‒‒‒‒

そんな小野寺さんがカミングアウトを始めたきっか
けって何だったんですか？
‒‒‒‒ 

6

そして仕事の方でも新しい一歩を踏み出して、今小野
寺さんが引き継いで経営しているこの理容室に入店
するんですよね。
‒‒‒‒

面接で性同一性障害だってカミングアウトしたんで
すよね。そうしたら当時の経営者であるお師匠さん
（男性理容師）から「性別がどうとか自分のことを主
張するのは理容師として一人前になってから。それま
では女性として働いてもらう。最低限でも化粧はして
こい」と言われて、3 日悩んで結局入店したと。
‒‒‒‒

ちなみに今、小野寺さんのところに、このお店に入っ
たころの小野寺さんみたいな、性同一性障害だ、男と
して働きたい、って言う若い理容師が面接受けにきた
ら何て言いますか？
‒‒‒‒

その後お師匠さんが癌で亡くなって、2012 年の 9 月
に小野寺さんがこの理容室を引き継いで、現在に至る
わけですよね。お店を引き継いだあたりから、本格的
に性別移行も始めて。
‒‒‒‒



7

2012 年の 8 月に改名したんですよね。そして「小野
寺真」として、9月から正式にこの理容室を引き継いで。
‒‒‒‒

お店のお客さんたちに対してのカミングアウトって
どうしてるんですか？
‒‒‒‒

地元で、しかもご実家と同業の理容業ということで、
同業者には小野寺さんのことを子供の頃から知って
る人たちもたくさんいるわけですよね。そのへん、や
りづらさとかないですか？
‒‒‒‒

正直、からかわれたりすることもあったりしますか？
‒‒‒‒

8

※ 1　新宿二丁目：ゲイタウンとして有名なエリア

セクシュアルマイノリティの場合、地元だと生きづら
いからよその土地に行って暮らす、という人も多いわ
けですが、小野寺さんはそういう生き方を考えたこと
はありますか？
‒‒‒‒

※ 1

「OUT IN JAPAN に関わって」

2016 年 3 月 21 日 に 仙 台 で 開 催 さ れ た OUT IN 
JAPAN の撮影会で、小野寺さんは被写体として参加
するとともに、ヘアメイクスタッフとして活躍してい

たわけですが、そもそも小野寺さんが被写体になった
動機って何だったんですか？
‒‒‒‒

撮影の時の衣装にもこだわってましたよね。
‒‒‒‒

小野寺さんにとって、理容師になったきっかけは積極
的なものではなかったけれど、20 年やってきた中で、
理容師として働いている自分っていうのが、とても大
事なものになっていったんですね。
‒‒‒‒

仕上がった写真を見てどう思いましたか。
‒‒‒‒
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2016 年 6 月に OUT IN JAPAN の公式サイトで仙台
撮影会の写真が公開されたわけですが、その後反応っ
てありました？
‒‒‒‒

自ら被写体になる一方、ヘアメイクスタッフとして、
たくさんの人の髪をセットしていたわけですが、やっ
てみてどうでしたか。
‒‒‒‒

OUT IN JAPAN の写真って、みんなスポンサーのカ
ジュアルブランドの洋服着てるから、あれが普段の姿
なんだって思って見ちゃう人もいるみたいですけど、
実際は「晴れ姿」というか、成人式の写真みたいなか
んじで、プロがその人の良さを引き出してつくってる
ものなんですよね。
‒‒‒‒

そんなふうに、OUT IN JAPAN で被写体になって、
テレビや新聞にも出て、自分のセクシュアリティを
オープンにしている小野寺さんですが、実はその一
方で、「私がカミングアウトしない理由～ CLOSET IN 
JAPAN ～」に参加してくれたりもして。いろいろお
話ししてみて、カミングアウトに対して意外とクール
なスタンスをっているなあ、っていうのを感じていた
んですが、どうなんでしょう。
‒‒‒‒

10

インタビューを終えて
小野寺さんからメッセージ
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ヒノヒロコ

生い立ち

どんな子供時代だったんですか？
‒‒‒‒

※ 1

※ 1　「小悪魔 ageha」：ギャル雑誌

表に出たら消費されるので、
消費されることに慣れて
利用しなければならない
って思ってます

「OUT のその後」
インタビュー②

12

女性を恋愛対象として意識し始めたのはいつ頃ですか？
‒‒‒‒

中学生の頃に、初めての彼女ができるんですよね。
‒‒‒‒

それって、ヒノさんにとって「恋」だったんですか？
‒‒‒‒

学校の方は、高校を卒業して、尚絅学院大学（宮城県
名取市）の総合人間科学部表現文化学科に進学するん
ですよね。
‒‒‒‒

大学卒業後、東北芸術工科大学（山形県山形市）の大
学院に進学したわけですよね。進学を選んだ理由は何
だったんですか？
‒‒‒‒
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話変わって、ご家族との関係はどんなかんじだったん
でしょう。
‒‒‒‒

アート活動

レズビアンという、自身のセクシュアリティをテーマ
にしたアート作品を発表しているヒノさんですが、大
学の卒業制作もヒノさんが恋していた女性をテーマ

に取り上げたインスタレーションだったんですよね。
‒‒‒‒

大学院でもセクシュアルマイノリティ・LGBT を研究
テーマに設定したんですよね。
‒‒‒‒

14

大学院で、それまで縁のなかった身体表現、パフォーマ
ンスアートを始めたきっかけはなんだったんですか？
‒‒‒‒

「カミングアウト」

小学生の頃から女の子に恋していたヒノさんですが、
「レズビアン」だと自覚するようになったのっていつ
頃なんですか？

‒‒‒‒

周囲へのカミングアウトについてはどんなかんじ
だったんですか？
‒‒‒‒

「レズビアン・フリークスの誕生」
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大学院修士課程 1 年のときのレビュー作品「レズビア
ン・フリークスの誕生」は、テーマもまさに「カミン
グアウト」ということで。男性と望まない結婚をする
レズビアンの女の子たちのウエディングドレスにヒ
ノさんがレインボーカラーのゲロを吐くという、パ
フォーマンスアート作品ですよね。
最近の LGBT 系の記事では、何かというとやたら女
性 2 人のダブルウエディングドレスの画像が使われ
て、ひとつの象徴みたいになっていますが、でもそん
な中でヒノさんは、純白のウエディングドレスにゲロ
を吐いてみせていて、それがすごく印象的でした。
‒‒‒‒

最近の LGBT ムーブメントの中では、ダブルウエディ
ングドレスに象徴されるような、レズビアンに対する
清らかさ、良妻賢母の押し付けというか、美しい女性
同士のカップルで、浮気なんか一切せず、子供産んで
育てて仕事もして、みたいなのがすごくありますよ

ね。同性婚がこれだけ話題になってるのに、貞操義務
とか浮気したときの慰謝料とか、そういう話は全然出
ないし。レズだって浮気で揉めたりしてるのに。
‒‒‒‒

「レズビアン・フリークスの誕生」などのパフォーマ
ンスアート作品は YouTube にもアップして、広く社
会に公開していますよね。
‒‒‒‒

作品を人前に出すということでは、大学院生のときの
「東京レインボープライド」※ 2出演もありましたね。
‒‒‒‒

カミングアウトということで言うと、ヒノさんは作品
の中で「男性嫌悪」をストレートにカミングアウトし
ていますよね。
最近の LGBT ムーブメントで、カミングアウトがも
てはやされている中で、でも「嫌い」とか「キモい」っ
ていう負の感情のカミングアウトについては置き去
りにされてるなあっていう感覚が、私にはずっとあっ
て。負の感情だってその人の重要な一部分のはずな
のに無視されてるなあって。男性嫌悪のレズビアンと
か、女性嫌悪のゲイなんてたくさんいるのに、そうい

※ 2　東京レインボープライド 2015：http://trp2015.trparchives.com
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うこと言っちゃいけないような空気をすごく感じて
て。でもそんな中で、ヒノさんがレズビアンとして男
性嫌悪をストレートに表現していることが、私にはす
ごく印象的だったんですよね。
‒‒‒‒

「男は敵」と考える背景には、「女を取られる」ってい
う気持ちもあったりしました？
‒‒‒‒

話変わって。アート活動をするにあたって、本名（戸
籍名）を使っていますよね。活動名を使うという選択肢
もあったと思うのですが、あえて本名を使っている理
由というのは何なんでしょう。迷いはなかったですか？
‒‒‒‒

「東京レインボープライド」でのパフォーマンス（タイトル：ドロシーのお友達）
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その、ご家族に対するカミングアウトについてはどう
だったんでしょう。
‒‒‒‒

大学院を修了して、現在は仙台でアート活動のかたわ
らウェブデザイナーとして会社勤めされてるんです
よね。会社ではカミングアウトしてるんですか？
‒‒‒‒

地元仙台にいる理由

ちなみに、修了のタイミングで地元仙台を離れるとい
う選択肢もあったと思うのですが、ヒノさんが今仙台
にいる理由って何なんですか？
‒‒‒‒

18

地元といえば。大学院生の頃からここ仙台で「LADY 
EDEN」というウーマンオンリーのクラブイベントを
主催されているヒノさんですが、そもそもイベントを
始めたきっかけって何だったんですか？
‒‒‒‒

まあ、主催者がヤバい人だと下手したら身の危険があ
るから、特に女性はどうしても用心深くなるし、警戒
しちゃうってのはありますよね。ちなみに、ヒノさん
のレズビアンコミュニティ・デビューってどんなかん
じだったんですか？
‒‒‒‒

※ 3

※ 3　新宿二丁目：ゲイタウンとして有名なエリア
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イベントの写真を展示しただけで、そんなふうに言っ
てくる人がいるんですね。
‒‒‒‒

OUT IN JAPAN

それでは OUT IN JAPAN の話に移りましょうか。
OUT IN JAPAN の被写体になったヒノさんですが、
実は2016年3月21日開催の#008仙台撮影会ではなく、
2015 年 12 月 18 日開催の #006 東京撮影会で被写体に
なったんですよね。わざわざ東京まで行って、帰って
きたら直後にまさかの仙台撮影会決定という（笑）。
‒‒‒‒

わざわざ東京に行ってまで被写体になった理由って
何だったんですか？
‒‒‒‒

いかがでしたか？ OUT IN JAPAN の撮影は。
‒‒‒‒

実は私が最初にヒノさんの OUT IN JAPAN の写真を
見たときの印象が「アルプスの少女ハイジ」で。ちょっ
と照れたような、ピュアで素朴な少女ってかんじで。
あの写真を見た後でヒノさんのアート作品でのラン
ジェリー姿とか見た人は衝撃を受けるだろうなって
思いました（笑）。
‒‒‒‒

「レズビアンの日記」
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写真に添えられているメッセージも、かなり重い内容
ですね。
‒‒‒‒

写真がネットに公開されて、周囲の反応はいかがでし
たか。
‒‒‒‒

確かに（笑）。ところで、OUT IN JAPAN の写真は
Twitter や Facebook など SNS のアカウントのアイコン
として使える仕様になっているわけですが、ヒノさん
は使ってないですよね。どうして使わなかったんです
か？
‒‒‒‒

ヒノさんの Twitter 拝見してると、確かにすごく、エ
ンターテインメント性出そうとしてるのを感じます
ね。でも実はヒノさんの将来の夢って、可愛い彼女と
結婚して赤い屋根のおうちで一緒に暮らして子供育
てることなんですよね？
‒‒‒‒

頑張って稼いでください！
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n a m i h e i

クローゼットの 3 人がなぜ
OUT IN JAPAN に関わったのか

キャシー

MEME

＜クローゼット座談会＞

CLOSETが潜入！OUT IN JAPAN
OUT IN JAPAN#008 仙台撮影会では被写体にはならなかったが、ボランティア
スタッフとして活動。さらに、関連企画として「私がカミングアウトしない理由
～ CLOSET IN JAPAN ～」と題した交流会を開催した。

「OUT のその後」
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CLOSET IN JAPAN をやってみて

24

撮影会の裏にいたクローゼットたち



　今、ちょっとしたブームのようになっている LGBT。
最近では「カミングアウト」という言葉も一般的に使われ
るようになりました。
　

　「カミングアウト」は「come out of the closet（クロー
ゼットの中から出てくる）」という表現を語源とするもの
で、セクシュアリティの文脈では、「カミングアウト（公
表すること）」と「クローゼット（公表しないでいること）」
は対をなす言葉としてあります。自身のセクシュアリティ
をいつ、どこで、誰に、どのように開示するか、またはし
ないか、という命題は、差別や偏見にさらされがちなセク
シュアルマイノリティにとって非常にシビアな問題です。
とりわけ、LGBTムーブメントを牽引している首都圏や大
都市と比較して、時に閉鎖的とも言われる東北では、さら
に切実な問題となっています。
　
　レインボーアーカイブ東北では、東日本大震災での経験
を機に、まだまだ可視化されていない地方の当事者の生の
声を集め、ウェブサイトや冊子などでアピールしていくこ
とで、違いを認めあい尊重しあう、より生きやすい社会を
目指して活動してきました。

　そのようななか、2016 年 3月に仙台で実施された「OUT 
IN JAPAN 東北プロジェクト 」。「カミングアウト」をテー
マにしたこのビッグイベントには、地元のいわゆるセク
シュアルマイノリティの当事者をはじめ、さまざまな人が
さまざまなかたちで関わり、それぞれがそれぞれに、「カ
ミングアウト／クローゼット」について、これまで以上に
思いをめぐらせることになりました。

　「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」の現場に立ち会い、
さまざまな人と出会うなかで、レインボーアーカイブ東北
のメンバーは、カミングアウトした人のポートレートや、
マスメディアの報道だけでは伝わらない多様さ・複雑さを
掘り下げ、記録にとどめたいと考えるようになりました。
そしてその手段として、「OUT IN JAPAN 東北プロジェ
クト」に関わった人たちにインタビューを行いました。こ
れらのインタビュー記録から伝わってくるのは、セクシュ
アルマイノリティに関する「カミングアウト／クローゼッ
ト」のありようや背景にある考え方はそれぞれに異なり、
ひとくくりにできるものではないということです。

　自分のことをどこまで相手に伝えるか／伝えないかとい
う選択は、セクシュアリティに限らず、私たちがその都度
決定していることであって、どちらが良い、悪いと言い切
ることができるものではありません。今回の展示やトーク
企画を通じて、さまざまなことがらの「カミングアウト／
クローゼット」について、みなさまひとりひとりに自分の
こととして考えていただければと思っています。

　　　　　　　　　　　　　 レインボーアーカイブ東北

ごあいさつ

※「OUT IN JAPAN」「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」について：「OUT IN JAPAN」は、日本の LGBT をはじめとするセクシュアルマ

イノリティにスポットライトを当て、市井の人々を含む多彩なポートレートを様々なフォトグラファーが撮影し、５年間で１０,０００人のギャ

ラリーを目指すカミングアウト・フォトプロジェクト。２０１５年より各地で撮影会や写真展などが開催されています（企画運営：特定非営

利活動法人グッド・エイジング・エールズ〔東京都渋谷区〕）。

仙台でのこの撮影会が開催されるにあたり、東北で活動するセクシュアリティ関連団体が協働して「OUT IN JAPAN 東北プロジェクト実

行委員会」を結成。グッド・エイジング・エールズとの共催で、東北独自の企画を実施しました。
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♀ ♀
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カミングアウトとクローゼットは
グラデーション

※ 1

写真について思うこと、いろいろ

※ 1　保育園落ちた日本死ね：この言葉がタイトルとなった匿名ブログの記事が話題となり、国会質問で取り上げられたり、

２０１６年の「ユーキャン新語・流行語大賞」のトップテンに選ばれるなどした
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※ 2

※ 2　アウティング：人のセクシュアリティを本人の許可なく第三者に言いふらす行為
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※3

※ 3　『AERA 2017 年 6月 12 日号』でおわび：http://publications.asahi.com/news/748.shtml
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※4

※ 4　「多様な性を考える What's LGBT? 企画写真展」：https://tagajo.city-library.jp/library/ja/event_page/564
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多様な性を考える What's LGBT? 企画写真展（多賀城市立図書館）
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自分ファーストで行こう！

※ 5

※ 5　「多様な性を考える What's LGBT? 企画トークイベント」：https://tagajo.city-library.jp/library/ja/event_page/565
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武田  こうじ  

性の目覚め

小さい頃、女の子になりたかったそうですね。
‒‒‒‒

カミングアウト／クローゼット
のその先にあるもの

「OUT のその後」
インタビュー③

34

初恋は小学校 4 年生の時だったとか。
‒‒‒‒
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女性を好きになることで自分の男性性を自覚する、っ
ていうのは、やっぱり異性愛男性にはよくあることな
んですかね。だから逆に、「身体は男性で心は女性で
好きになるのは女性」みたいな人の場合、自分で自分
のありように気づくのに時間がかかったりすること
もあるみたいですね。「男として生まれて、好きにな
るのは女だけど、あれっなにか違和感あるぞ？」みた
いな。
‒‒‒‒

詩人になるまで

ところで、詩を書き始めたのはいつ頃なんでしょうか。
‒‒‒‒

当時、詩を書いていることを、カミングアウトという
か、周りに言っていたりはしましたか。
‒‒‒‒
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詩を書いているということそのものがからかわれた
りするんじゃないか、というよりは、詩のクオリティ
にダメ出しをされることが怖かった、ということなん
ですかね。
‒‒‒‒

では、詩を書いていることを公にするようになったの
は、いつ頃なんでしょうか。なにかきっかけなどは
あったんですか。
‒‒‒‒
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イメージの押し付けについて思うこと

話変わって。いわゆるセクシュアルマイノリティにも
よくあることなんですけど、偏見というか、勝手なイ
メージの押し付けというか、たとえば「ゲイは芸術的
センスに優れている」みたいな、そういうのが詩人の
方に対してもあるんじゃないのかなあと思ったりす
るのですが、どうなんでしょう。詩人って、なかなか
身近にいないので。
‒‒‒‒

セクシュアルマイノリティの
コミュニティに関わって

ところで、そもそもセクシュアルマイノリティのコ
ミュニティに関わるようになったきっかけってなん
だったんですか？
‒‒‒‒

※ 1

※ 1　東北レインボーSUMMERフェスティバル：東北でセクシュアリティに関わる活動をしている諸団体の協働により
　　　宮城県仙台市にて開催された、多様な性のあり方を祝い楽しむ祭典
　　　https://tohokurainbowsummer2015.jimdo.com/
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※ 2　「多様な性を考える What's LGBT? 企画写真展」：https://tagajo.city-library.jp/library/ja/event_page/564

※ 3　【OUTのその後】CLOSETが潜入！OUT IN JAPAN ：本冊子２４ページに掲載

ちなみに、『東北レインボー SUMMER フェスティバ
ル』に出演した時、出演することで「ゲイだと思われ
るかも」みたいなことは思わなかったですか。「ゲイ
は芸術的センスに優れている」みたいな偏見がある中
で、詩人である武田さんはある意味、世間のイメージ
するゲイの一典型だったりするんじゃないかと思う
んですけれど。実際に私も、「その出演者の詩人の方っ
てゲイなんですか？」って聞かれたこともあったりし
たんですよね。
‒‒‒‒

もうひとつ…ちなみに、関わってみて、男性に興味が
出てきたり、やっぱり女性になりたいとか、そういう
目覚めがあったりは？
‒‒‒‒

OUT IN JAPAN ＆
CLOSET IN JAPAN について
「見る側」として感じたこと

OUT IN JAPAN については、武田さんはノンケなの
で被写体にはなれないお立場だったわけですが、「見
る側」として、実際に写真展で OUT IN JAPAN の写
真をご覧になってどう思われましたか。
‒‒‒‒

※ 2

※ 3
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武田さんには、OUT IN JAPAN の写真展をご覧いた
だいた一方で、カミングアウト／クローゼットにつ
いて考える交流会『私がカミングアウトしない理由
～ CLOSET IN JAPAN ～』にも参加していただいて。
サプライズで『なまえ』※ 4 という詩を読んでいただ
いたりしたんですよね。
‒‒‒‒

語られないことに思いを
馳せるということ

カミングアウト／クローゼットといえば。東日本大震
災の経験にしても、言っていない、言えていないこと
がみんなまだたくさんあるはずだと思うんですけど、
それを伝えることばかりが正しいのか、という思い
も、個人的には、最近はちょっとあったりするんです
よね。「語られないことがあって当たり前」というメッ
セージは、あまり語られないような気がしていて。「そ
んなこと分かっているから言わないんだ」って言われ
るのかもしれないんですけど。でもやっぱり、語られ
ないことはなかったことにされがちというか。震災関
連のアーカイブなんかも、震災直後であれば、アーカ
イブされているのは実際にあったことのほんの一部
だっていう共通理解があったと思うんですけど、何年
も経つ中でだんだん、記録にないことはなかったこと
と一緒にされるんじゃないかっていう恐怖があった
り。あるいは、ネット検索して出てこないものは存在
しない、みたいな。「語らなくてもいい」「語られない
ものもある」ということを伝えるのは、なかなか難し
いなあと、思ったりしているんですけれど。
‒‒‒‒

写真には写らないし、言葉にもできないこと、そこを
想像する力というか、たとえば OUT IN JAPAN の写
真を見た時に、その背後にあるいろんなものをどれだ
け想像してもらえているのかなあ、というのも考えた
りします。ただ「かっこいいね」「勇気あるね」以上
のものをどれだけ思ってもらえているのかなって。も
ちろん、あのプロジェクトとしては、そこまで思われ

※ 4　『なまえ』は「RE: プロジェクト通信」第 3号に掲載：http://sendaicf.sakura.ne.jp/sblo_files/re-project/image/
　　　E7ACAC3E58FB7E38088E4B889E69CACE5A19AE38089E382AAE383A2E38386E99DA2.pdf
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なくても良いのかもしれないですけど。
‒‒‒‒
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【開催概要】

レインボーアーカイブ東北　

企画展示「カミングアウト／クローゼット」
会期　　　2019 年 1 月 12 日（土）－ 2 月 27 日（水）9:00-22:00
　　　　　※ 1 月 24 日（木）は休館日
会場　　　せんだいメディアテーク 7 階ラウンジ
料金　　　無料
主催　　　レインボーアーカイブ東北、せんだいメディアテーク
助成　　　一般財団法人 地域創造

「カミングアウト /
クローゼット」展について
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2019 年 1 月から 2 月にかけて、せんだいメディアテー
ク７階で展覧会「カミングアウト／クローゼット」を
開催しました。
「OUT IN JAPAN 東北プロジェクト」に関わった 6 名
の人たちに行ったインタビュー（本冊子「OUT のそ
の後」と同内容）を冊子にまとめ配布したほか、記事
登場者に提供してもらったコメントや、それぞれの日
常生活がかいまみえる写真を展示しました。
また、来場者に「言う？言わない？～あなたにとって
『カミングアウト／クローゼット』とは～」というテー
マで紙片にメッセージを書いてもらい、パネルに貼っ
てもらうコーナーも設置しました。

期間中はのべ 4,930 名の来場があり、地元メディアに
も取り上げられるなど、多くの方々に関心を寄せてい
ただくことができました。

また、会期中には、関連イベントとして「言う？言わ
ない？～『カミングアウト／クローゼット』について
考える～」も開催しました（話された内容は p.49から
全文掲載）。
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「言う？言わない？
～あなたにとっての『カミングアウト／クローゼット』とは～」
展覧会来場者のメッセージ
展覧会期間中、来場者には付箋にメッセージを記入していただきました。本ページでは
各メッセージを掲載しております。なお、原文を尊重し、表記はそのままにしてあります。
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　今、ちょっとしたブームのようになっている LGBT。
最近では「カミングアウト」という言葉も一般的に使われ
るようになりました。
　

　「カミングアウト」は「come out of the closet（クロー
ゼットの中から出てくる）」という表現を語源とするもの
で、セクシュアリティの文脈では、「カミングアウト（公
表すること）」と「クローゼット（公表しないでいること）」
は対をなす言葉としてあります。自身のセクシュアリティ
をいつ、どこで、誰に、どのように開示するか、またはし
ないか、という命題は、差別や偏見にさらされがちなセク
シュアルマイノリティにとって非常にシビアな問題です。
とりわけ、LGBTムーブメントを牽引している首都圏や大
都市と比較して、時に閉鎖的とも言われる東北では、さら
に切実な問題となっています。
　
　レインボーアーカイブ東北では、東日本大震災での経験
を機に、まだまだ可視化されていない地方の当事者の生の
声を集め、ウェブサイトや冊子などでアピールしていくこ
とで、違いを認めあい尊重しあう、より生きやすい社会を
目指して活動してきました。

　そのようななか、2016 年 3月に仙台で実施された「OUT 
IN JAPAN 東北プロジェクト 」。「カミングアウト」をテー
マにしたこのビッグイベントには、地元のいわゆるセク
シュアルマイノリティの当事者をはじめ、さまざまな人が
さまざまなかたちで関わり、それぞれがそれぞれに、「カ
ミングアウト／クローゼット」について、これまで以上に
思いをめぐらせることになりました。

　「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」の現場に立ち会い、
さまざまな人と出会うなかで、レインボーアーカイブ東北
のメンバーは、カミングアウトした人のポートレートや、
マスメディアの報道だけでは伝わらない多様さ・複雑さを
掘り下げ、記録にとどめたいと考えるようになりました。
そしてその手段として、「OUT IN JAPAN 東北プロジェ
クト」に関わった人たちにインタビューを行いました。こ
れらのインタビュー記録から伝わってくるのは、セクシュ
アルマイノリティに関する「カミングアウト／クローゼッ
ト」のありようや背景にある考え方はそれぞれに異なり、
ひとくくりにできるものではないということです。

　自分のことをどこまで相手に伝えるか／伝えないかとい
う選択は、セクシュアリティに限らず、私たちがその都度
決定していることであって、どちらが良い、悪いと言い切
ることができるものではありません。今回の展示やトーク
企画を通じて、さまざまなことがらの「カミングアウト／
クローゼット」について、みなさまひとりひとりに自分の
こととして考えていただければと思っています。

　　　　　　　　　　　　　 レインボーアーカイブ東北

ごあいさつ

※「OUT IN JAPAN」「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」について：「OUT IN JAPAN」は、日本の LGBT をはじめとするセクシュアルマ

イノリティにスポットライトを当て、市井の人々を含む多彩なポートレートを様々なフォトグラファーが撮影し、５年間で１０,０００人のギャ

ラリーを目指すカミングアウト・フォトプロジェクト。２０１５年より各地で撮影会や写真展などが開催されています（企画運営：特定非営

利活動法人グッド・エイジング・エールズ〔東京都渋谷区〕）。

仙台でのこの撮影会が開催されるにあたり、東北で活動するセクシュアリティ関連団体が協働して「OUT IN JAPAN 東北プロジェクト実

行委員会」を結成。グッド・エイジング・エールズとの共催で、東北独自の企画を実施しました。

1

♀ ♀
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あなたにとって「カミングアウト／クローゼット」とは？
記事登場者のコメント
展覧会期間中、会場内に展示しました。

 MEME

本当に伝えたいことは、どんなに言葉を
連ねても伝わらない。
何を言っても嘘にしかならないのに、
カミングアウトなんてできるんですか？

 ヒノヒロコ

カミングアウトをする人間は皆馬鹿だと
思っていました。
「理解されるはずがないのに」「性的少数
者はもっと控えめに生きるべき」「人と
違うんだから、馬鹿にされたって文句は
言えない」
レズビアンである自分自身が、ずっとそ
うやって自分のことを否定して、傷つけ
て生きてきました。
けど、芸術系の大学院に進学して、自分
よりもっと刺激的な人たちに囲まれる
中で、自然と私は女性を好きなことをカ
ミングアウトしていて、今、とても自由
に、とても楽しく生きています。
レズビアンなのに、髪を明るくして生き
ています。レズビアンなのに、肌を露出
して、毎日シャンパンを飲んで最高に楽
しく生きています。
あなたの思う、「真実の愛を貫いた清く
美しいレズビアンの女性像」ではないか
もしれません。けど、こういう同性愛者
もいるんです。
あなた達異性愛者の人にも、色んな人が
いるように、私たち同性愛者にも、色ん
な人がいます。
私が私らしく生きることで、それが少し
でもあなたに伝われば、それが私のカミ
ングアウトです。

 キャシー

カミングアウトという言葉で真っ先に
思い浮かべるのは、家族や職場の人たちだ。
自分にとって近すぎる存在、または、オ
フィシャルな場での自分を知る存在には
よっぽどのことがない限り、カミングア
ウトしない。
いや、できない。
カミングアウトするには覚悟と勇気が
必要だし、カミングアウトした者の責任
が伴う。
クローゼットは、辞書的には「自身のセ
クシュアリティを公にしない人または
状態を指す言葉」。
クローゼットにも程度がある。
友人たちにはセクシュアリティについて
割とオープンにしているので、そんな私
の生活を見て、とてもじゃないがクロー
ゼットには見えないと言う人もいる。
だけど、私はクローゼットだ。
誰にも言えない秘密が身体の中に埋まっ
ていて、それを掘り起こされそうになる
たび、ドキドキしながら毎日を生きてい
るから。
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   namihei

カミングアウトして来た事の多くを
後悔している。
何者でもありたくないのに、何かを
発信した瞬間からそれは独り歩きし
続けてしまう。
クローゼットでいた事の多くを後悔
している。
あの時に自分を開示していれば、何
かが変わったのかもしれない。
これからもカミングアウトとクロー
ゼットを繰り返す。
もう後悔しないように。

  武田こうじ

言葉にできないとわかっていても
かなしみややさしさを
しまっておくことができないのは
なぜだろう

書けたものは
書けなかったものでつくられている

答えのない問いを繰り返してきたけれど
失うことでふれることができるものが
あるから

小さなひとつひとつを奏でて
あなたを訪ねる
わたしを訪ねる

 小野寺真

私にとってカミングアウトとクローゼッ
トは人生の中で切っても切り離せないこ
とです。日々カミングアウトであり、ク
ローゼットでもあります。
仕事でのお客様との会話、プライベート
での会話、どちらもです。共通するのは
相手の気持ちと私の気持ちを考えた上で
話すか話さないかを決めています。どち
らも大切な選択肢の１つです。
ただ、覚悟と決意。責任があると思って
います。
まあ（^^; 間違う時もあるんですけど（笑）
私を支えてくれる方々がいる、自分らし
く居れる事に感謝しかありません。
この企画を通して自分の心の中にあるもの
と向き合うことができたことにも感謝いた
します。また心の財産が増えました♪
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とで、違いを認めあい尊重しあう、より生きやすい社会を
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マにしたこのビッグイベントには、地元のいわゆるセク
シュアルマイノリティの当事者をはじめ、さまざまな人が
さまざまなかたちで関わり、それぞれがそれぞれに、「カ
ミングアウト／クローゼット」について、これまで以上に
思いをめぐらせることになりました。

　「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」の現場に立ち会い、
さまざまな人と出会うなかで、レインボーアーカイブ東北
のメンバーは、カミングアウトした人のポートレートや、
マスメディアの報道だけでは伝わらない多様さ・複雑さを
掘り下げ、記録にとどめたいと考えるようになりました。
そしてその手段として、「OUT IN JAPAN 東北プロジェ
クト」に関わった人たちにインタビューを行いました。こ
れらのインタビュー記録から伝わってくるのは、セクシュ
アルマイノリティに関する「カミングアウト／クローゼッ
ト」のありようや背景にある考え方はそれぞれに異なり、
ひとくくりにできるものではないということです。

　自分のことをどこまで相手に伝えるか／伝えないかとい
う選択は、セクシュアリティに限らず、私たちがその都度
決定していることであって、どちらが良い、悪いと言い切
ることができるものではありません。今回の展示やトーク
企画を通じて、さまざまなことがらの「カミングアウト／
クローゼット」について、みなさまひとりひとりに自分の
こととして考えていただければと思っています。

　　　　　　　　　　　　　 レインボーアーカイブ東北

ごあいさつ

※「OUT IN JAPAN」「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」について：「OUT IN JAPAN」は、日本の LGBT をはじめとするセクシュアルマ

イノリティにスポットライトを当て、市井の人々を含む多彩なポートレートを様々なフォトグラファーが撮影し、５年間で１０,０００人のギャ

ラリーを目指すカミングアウト・フォトプロジェクト。２０１５年より各地で撮影会や写真展などが開催されています（企画運営：特定非営

利活動法人グッド・エイジング・エールズ〔東京都渋谷区〕）。

仙台でのこの撮影会が開催されるにあたり、東北で活動するセクシュアリティ関連団体が協働して「OUT IN JAPAN 東北プロジェクト実
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日時：2 0 1 9 年 1 月 2 6 日（土）1 4 : 0 0 - 1 6 : 0 0
会場：せんだいメディアテーク  7 f スタジオ a

キャシーMEME

展覧会関連トークイベント

「言う？言わない？～『カミングアウト／
クローゼット』について考える～」記録
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　今、ちょっとしたブームのようになっている LGBT。
最近では「カミングアウト」という言葉も一般的に使われ
るようになりました。
　

　「カミングアウト」は「come out of the closet（クロー
ゼットの中から出てくる）」という表現を語源とするもの
で、セクシュアリティの文脈では、「カミングアウト（公
表すること）」と「クローゼット（公表しないでいること）」
は対をなす言葉としてあります。自身のセクシュアリティ
をいつ、どこで、誰に、どのように開示するか、またはし
ないか、という命題は、差別や偏見にさらされがちなセク
シュアルマイノリティにとって非常にシビアな問題です。
とりわけ、LGBTムーブメントを牽引している首都圏や大
都市と比較して、時に閉鎖的とも言われる東北では、さら
に切実な問題となっています。
　
　レインボーアーカイブ東北では、東日本大震災での経験
を機に、まだまだ可視化されていない地方の当事者の生の
声を集め、ウェブサイトや冊子などでアピールしていくこ
とで、違いを認めあい尊重しあう、より生きやすい社会を
目指して活動してきました。

　そのようななか、2016 年 3月に仙台で実施された「OUT 
IN JAPAN 東北プロジェクト 」。「カミングアウト」をテー
マにしたこのビッグイベントには、地元のいわゆるセク
シュアルマイノリティの当事者をはじめ、さまざまな人が
さまざまなかたちで関わり、それぞれがそれぞれに、「カ
ミングアウト／クローゼット」について、これまで以上に
思いをめぐらせることになりました。

　「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」の現場に立ち会い、
さまざまな人と出会うなかで、レインボーアーカイブ東北
のメンバーは、カミングアウトした人のポートレートや、
マスメディアの報道だけでは伝わらない多様さ・複雑さを
掘り下げ、記録にとどめたいと考えるようになりました。
そしてその手段として、「OUT IN JAPAN 東北プロジェ
クト」に関わった人たちにインタビューを行いました。こ
れらのインタビュー記録から伝わってくるのは、セクシュ
アルマイノリティに関する「カミングアウト／クローゼッ
ト」のありようや背景にある考え方はそれぞれに異なり、
ひとくくりにできるものではないということです。

　自分のことをどこまで相手に伝えるか／伝えないかとい
う選択は、セクシュアリティに限らず、私たちがその都度
決定していることであって、どちらが良い、悪いと言い切
ることができるものではありません。今回の展示やトーク
企画を通じて、さまざまなことがらの「カミングアウト／
クローゼット」について、みなさまひとりひとりに自分の
こととして考えていただければと思っています。

　　　　　　　　　　　　　 レインボーアーカイブ東北

ごあいさつ

※「OUT IN JAPAN」「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」について：「OUT IN JAPAN」は、日本の LGBT をはじめとするセクシュアルマ

イノリティにスポットライトを当て、市井の人々を含む多彩なポートレートを様々なフォトグラファーが撮影し、５年間で１０,０００人のギャ

ラリーを目指すカミングアウト・フォトプロジェクト。２０１５年より各地で撮影会や写真展などが開催されています（企画運営：特定非営

利活動法人グッド・エイジング・エールズ〔東京都渋谷区〕）。

仙台でのこの撮影会が開催されるにあたり、東北で活動するセクシュアリティ関連団体が協働して「OUT IN JAPAN 東北プロジェクト実

行委員会」を結成。グッド・エイジング・エールズとの共催で、東北独自の企画を実施しました。
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西村高宏

「問われていない人」の声により添う
「レインボーアーカイブ東北」の試みに思う
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＜主な活動実績＞

「対話の可能性」関連特集
せんだいメディアテーク映像音響ライブラリー特集棚展示作品選定協力
2013.10.25 - 2013.11.27（会場：せんだいメディアテーク）

多様な性のあり方をテーマにした映像作品の選定

としょかん・メディアテークフェスティバル ―対話の可能性―
震災体験の手記と選書
2014.2.28 - 2014.3.2（会場：せんだいメディアテーク）

震災体験手記のパネルおよび多様な性のあり方をテーマに選んだ図書

館所蔵本の展示

七夕特別企画展示「多様な性にYES！ 虹色七夕」
2014.7.20 - 2014.8.10（会場：仙台市市民活動サポートセンター）

震災体験手記の展示およびセクシュアリティ用語解説リーフレットの配布

第二回　セクシュアルマイノリティと医療・福祉・教育を考える全国大会
パネル展示「東日本大震災が『多様な性の当事者』にもたらしたもの」
2014.10.11 - 2014.10.12（会場：大阪府立男女共同参画・青少

年センター（ドーンセンター）

東日本大震災を体験した東北地方のセクシュアルマイノリティ・コ

ミュニティの状況について紹介するパネルおよび震災体験手記の展示

レコーディング イン プログレス ―3がつ 11 にちをわすれないため
にセンター活動報告展―
2015.2.20 - 2015.3.18（会場：せんだいメディアテーク）

震災体験手記のパネル展示

第 3回国連防災世界会議パブリック・フォーラム　テーマ館「市民
協働と防災」企画事業
パネル展示「東日本大震災が『多様な性の当事者たち』にもたらし
たもの」
2015 .3.14 - 2015.3.17（会場：仙台市市民活動サポートセンター）

東日本大震災を体験した東北地方のセクシュアルマイノリティ・コ

ミュニティの状況について紹介するパネルおよび震災体験手記の展示

第 3回国連防災世界会議パブリック・フォーラム
テーマ館「市民協働と防災」企画事業
トークイベント「多様な人々が互いに尊重しながら暮らしていくには
～多様な性の当事者たちと東日本大震災～」
2015.3.15（会場：仙台市市民活動サポートセンター）

仙台市在住の漫画家・コラムニスト井上きみどり氏を招いたトークイ

ベント（38名参加）

七夕特別企画展示「多様な性にYES！ 虹色七夕」
2015.7.18 - 2015.8.9（会場：仙台市市民活動サポートセンター）

震災体験手記およびセクシュアリティ用語解説パネルの展示，用語解

説リーフレットの配布

OUT IN JAPAN#008 仙台撮影会
2016.3.21（会場：仙台 PIT）

震災体験手記パネルの展示

七夕特別企画展示「多様な性にYES！虹色七夕」
2016.8.7（会場：仙台市市民活動サポートセンター）

震災体験手記およびセクシュアリティ用語解説パネルの展示，用語解

説リーフレットの配布

企画展示「カミングアウト／クローゼット」＆関連企画トークイベ
ント「言う？言わない？～『カミングアウト／クローゼット』につ
いて考える～」
展示 2019.1.12 - 2019.2.27
イベント 2019.1.26
（会場：せんだいメディアテーク）

星空と路－これまでの記憶、これからの記録－
2019.3.7 － 2019.4.21（会場：せんだいメディアテーク）

震災体験手記の展示

＜関連ウェブページ＞

レインボーアーカイブ東北が集積している手記やインタビュー記事等の

資料がせんだいメディアテークの下記ウェブページにとりまとめられて

います。

3 がつ 11 にちをわすれないためにセンター　シリーズ：レインボーアー

カイブ東北

http://recorder311.smt.jp/series/rainbow/

メディアスタディーズ　「カミングアウト／クローゼット」

https://www.smt.jp/projects/outcloset/

＜メディア掲載＞

京都造形芸術大学 ( 現：京都芸術大学 ) web マガジン「アネモメトリ」

#45 (2016.11)
本、言葉、アーカイヴ

後編　共有し、受け渡していくために

http://magazine.air-u.kyoto-art.ac.jp/feature/1853/

ハフィントンポスト日本版　2017年 3月 10日付記事

【3.11】東日本大震災を体験したセクシュアル・マイノリティの人々が、

「わかりづらい話」を集める理由

ht tp : / /www .hu f f i ng tonpos t . j p /2017/03/09/ t ohoku -
sexual-minority-groups_n_15254884.html

レインボーアーカイブ東北  活動年表

レインボーアーカイブ東北

宮城県仙台市を拠点にレズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダーなど多様な性のありかたに関わる活動をしてい
る 4 団体「東北 HIV コミュニケーションズ」「やろっこ」「Anego」「♀×♀お茶っこ飲み会・仙台」が中心となって２０１３年６月
に設立された、多様な性の当事者たちの生の声を集積・記録・発信する団体です。「3 がつ 11 にちをわすれないためにセンター」
に参加し、多様な性の当事者たちの東日本大震災体験手記の集積・発信を行うなど、可視化されていない地方の当事者の存在を広
くアピールすることで、違いを認めあい尊重しあう、より生きやすい社会をめざし活動しています。２０１６年度から、せんだいメディ

アテークが行う「メディアスタディーズ」のプロジェクトとして活動しています。

※レインボー（虹）は多様な性のあり方の象徴として世界各地で用いられています。

　今、ちょっとしたブームのようになっている LGBT。
最近では「カミングアウト」という言葉も一般的に使われ
るようになりました。
　

　「カミングアウト」は「come out of the closet（クロー
ゼットの中から出てくる）」という表現を語源とするもの
で、セクシュアリティの文脈では、「カミングアウト（公
表すること）」と「クローゼット（公表しないでいること）」
は対をなす言葉としてあります。自身のセクシュアリティ
をいつ、どこで、誰に、どのように開示するか、またはし
ないか、という命題は、差別や偏見にさらされがちなセク
シュアルマイノリティにとって非常にシビアな問題です。
とりわけ、LGBTムーブメントを牽引している首都圏や大
都市と比較して、時に閉鎖的とも言われる東北では、さら
に切実な問題となっています。
　
　レインボーアーカイブ東北では、東日本大震災での経験
を機に、まだまだ可視化されていない地方の当事者の生の
声を集め、ウェブサイトや冊子などでアピールしていくこ
とで、違いを認めあい尊重しあう、より生きやすい社会を
目指して活動してきました。

　そのようななか、2016 年 3月に仙台で実施された「OUT 
IN JAPAN 東北プロジェクト 」。「カミングアウト」をテー
マにしたこのビッグイベントには、地元のいわゆるセク
シュアルマイノリティの当事者をはじめ、さまざまな人が
さまざまなかたちで関わり、それぞれがそれぞれに、「カ
ミングアウト／クローゼット」について、これまで以上に
思いをめぐらせることになりました。

　「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」の現場に立ち会い、
さまざまな人と出会うなかで、レインボーアーカイブ東北
のメンバーは、カミングアウトした人のポートレートや、
マスメディアの報道だけでは伝わらない多様さ・複雑さを
掘り下げ、記録にとどめたいと考えるようになりました。
そしてその手段として、「OUT IN JAPAN 東北プロジェ
クト」に関わった人たちにインタビューを行いました。こ
れらのインタビュー記録から伝わってくるのは、セクシュ
アルマイノリティに関する「カミングアウト／クローゼッ
ト」のありようや背景にある考え方はそれぞれに異なり、
ひとくくりにできるものではないということです。

　自分のことをどこまで相手に伝えるか／伝えないかとい
う選択は、セクシュアリティに限らず、私たちがその都度
決定していることであって、どちらが良い、悪いと言い切
ることができるものではありません。今回の展示やトーク
企画を通じて、さまざまなことがらの「カミングアウト／
クローゼット」について、みなさまひとりひとりに自分の
こととして考えていただければと思っています。

　　　　　　　　　　　　　 レインボーアーカイブ東北

ごあいさつ

※「OUT IN JAPAN」「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」について：「OUT IN JAPAN」は、日本の LGBT をはじめとするセクシュアルマ

イノリティにスポットライトを当て、市井の人々を含む多彩なポートレートを様々なフォトグラファーが撮影し、５年間で１０,０００人のギャ

ラリーを目指すカミングアウト・フォトプロジェクト。２０１５年より各地で撮影会や写真展などが開催されています（企画運営：特定非営

利活動法人グッド・エイジング・エールズ〔東京都渋谷区〕）。

仙台でのこの撮影会が開催されるにあたり、東北で活動するセクシュアリティ関連団体が協働して「OUT IN JAPAN 東北プロジェクト実

行委員会」を結成。グッド・エイジング・エールズとの共催で、東北独自の企画を実施しました。
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「性と人権ネットワーク ESTO」ウェブサイトの用語解説ページお

よびフリーペーパー「♀カノ×カノ♀～♀×♀ Life in Sendai ～」

Vol.3（発行：♀×♀お茶っこ飲み会・仙台）の記事等を参考にレイ

ンボーアーカイブ東北が簡潔にまとめたものです。なお、他にも諸説

様々な解釈があり、話し手が少し違ったニュアンスで使用している場

合もあります。

■セクシュアリティ (sexuality)

人の性の包括的なありよう。身体の性、ジェンダー、性自認、性的指

向等の要素がある。

■セクシュアルマイノリティ (sexual minority)

性的なありようが多数派でないとされる人たちのこと。同性愛者・ト

ランスジェンダーなどが有名だが、ほかにもいろいろな人がいる。略

して「セクマイ」とも。

■セックス (sex)

生物学的な性別のこと。

■ジェンダー (gender) 

社会的に作り出された男女の違いのこと。

■性自認 (gender identity) 

自分で自分の性別をどう思っているか、ということ。身体の性別と同

じ人もいるし、異なる人もいる。はっきりしない人もいる。

■性的指向 (sexual orientation) 

どんな対象に性的な興味が向いているか、ということ。異性に向いて

いる人もいるし、同性に向いている人もいるし、そのほかにもいろい

ろな人がいる。

■ LGBT

レズビアン (Lesbian)、ゲイ (Gay)、バイセクシュアル (Bisexual)、

トランスジェンダー (Transgender) の頭文字を取って並べた総称。

セクシュアルマイノリティの総称的に使う場合もある。

■レズビアン (lesbian) 

女性を性愛の対象とする女性。「レズ」「ビアン」などと略される。「レズ」

は差別的に用いられてきた経緯があるため当事者は「ビアン」を使用

することが多いが、あえてポジティブに「レズ」を自称する人もいる。

■ゲイ／ホモセクシュアル (gay/homosexual) 

男性を性愛の対象とする男性。または、同性愛者全般を指すこともあ

る。「ホモ」は差別的に用いられてきた経緯がある。

■バイセクシュアル (bisexual) 

女性も男性も性愛の対象とする人。両性愛者。より広い概念として、

対象の性別にとらわれない「パンセクシュアル (pansexual)」（全性

愛者・汎性愛者）という語もある。

■ A セクシュアル (asexual) 

何者も性愛の対象としない人。無性愛者。

■アロマンティック (aromantic) 

何者にも恋愛感情を抱かない人。

■ヘテロセクシュアル (heterosexual) 

異性を性愛の対象とする人。異性愛者。「ノンケ」と呼ばれることも。

■トランスジェンダー (transgender) 

身体の性別とは異なる性を生きることを望む人。いわゆる「性同一性

障害（GID）」、FtM、MtF、FtX、MtX などが含まれる。手術やホ

ルモン剤で身体の性別を変えたい人もいれば、そこまで望まない人も

いる。なお、身体の性別と性自認が一致しており、それに従って生き

る人を「シスジェンダー cisgender」という。

■性同一性障害 (Gender Identity Disorder/GID) 

身体や戸籍の性別が「自分の性別ではない」と感じるために社会生活

が困難になっている状態につけられた疾患名。

■ FtM「Female to Male」の略。

身体は女性で、男性として生きることを望む人。

■ MtF「Male to Female」の略。

身体は男性で、女性として生きることを望む人。

■ X ジェンダー X-gender (genderqueer, neither male nor 
female) 

性自認が女性でも男性でもない、あるいは中間だと感じる等の人。身

体が女性の場合「FtX」、男性の場合「MtX」と称される。

■アライ (ally)

 LGBT を支援する異性愛者のこと。

■モノアモリー (monoamory) 

性愛の相手方を一時期に 1 人だけに限定すること。

■ポリアモリー (polyamory) 

性愛の相手方を一時期に 1 人だけに限定しないこと。

■カミングアウト／カムアウト (coming-out/come out) 

自分のセクシュアリティについて表明・公表すること。他人のセクシュ

アリティを勝手に暴露することは「アウティング outing」という。

■クローゼット (closet) 

自分のセクシュアリティについてカミングアウト（公に）していない

状態のこと。

■レインボー・フラッグ (rainbow flag)

性の多様性を象徴する虹色の旗。赤・橙・黄・緑・青・紫の 6 色から

成っているものが一般的。

制作：レインボーアーカイブ東北 (2016.3)

セクシュアリティ用語解説

　今、ちょっとしたブームのようになっている LGBT。
最近では「カミングアウト」という言葉も一般的に使われ
るようになりました。
　

　「カミングアウト」は「come out of the closet（クロー
ゼットの中から出てくる）」という表現を語源とするもの
で、セクシュアリティの文脈では、「カミングアウト（公
表すること）」と「クローゼット（公表しないでいること）」
は対をなす言葉としてあります。自身のセクシュアリティ
をいつ、どこで、誰に、どのように開示するか、またはし
ないか、という命題は、差別や偏見にさらされがちなセク
シュアルマイノリティにとって非常にシビアな問題です。
とりわけ、LGBTムーブメントを牽引している首都圏や大
都市と比較して、時に閉鎖的とも言われる東北では、さら
に切実な問題となっています。
　
　レインボーアーカイブ東北では、東日本大震災での経験
を機に、まだまだ可視化されていない地方の当事者の生の
声を集め、ウェブサイトや冊子などでアピールしていくこ
とで、違いを認めあい尊重しあう、より生きやすい社会を
目指して活動してきました。

　そのようななか、2016 年 3月に仙台で実施された「OUT 
IN JAPAN 東北プロジェクト 」。「カミングアウト」をテー
マにしたこのビッグイベントには、地元のいわゆるセク
シュアルマイノリティの当事者をはじめ、さまざまな人が
さまざまなかたちで関わり、それぞれがそれぞれに、「カ
ミングアウト／クローゼット」について、これまで以上に
思いをめぐらせることになりました。

　「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」の現場に立ち会い、
さまざまな人と出会うなかで、レインボーアーカイブ東北
のメンバーは、カミングアウトした人のポートレートや、
マスメディアの報道だけでは伝わらない多様さ・複雑さを
掘り下げ、記録にとどめたいと考えるようになりました。
そしてその手段として、「OUT IN JAPAN 東北プロジェ
クト」に関わった人たちにインタビューを行いました。こ
れらのインタビュー記録から伝わってくるのは、セクシュ
アルマイノリティに関する「カミングアウト／クローゼッ
ト」のありようや背景にある考え方はそれぞれに異なり、
ひとくくりにできるものではないということです。

　自分のことをどこまで相手に伝えるか／伝えないかとい
う選択は、セクシュアリティに限らず、私たちがその都度
決定していることであって、どちらが良い、悪いと言い切
ることができるものではありません。今回の展示やトーク
企画を通じて、さまざまなことがらの「カミングアウト／
クローゼット」について、みなさまひとりひとりに自分の
こととして考えていただければと思っています。

　　　　　　　　　　　　　 レインボーアーカイブ東北

ごあいさつ

※「OUT IN JAPAN」「OUT IN JAPAN東北プロジェクト」について：「OUT IN JAPAN」は、日本の LGBT をはじめとするセクシュアルマ

イノリティにスポットライトを当て、市井の人々を含む多彩なポートレートを様々なフォトグラファーが撮影し、５年間で１０,０００人のギャ

ラリーを目指すカミングアウト・フォトプロジェクト。２０１５年より各地で撮影会や写真展などが開催されています（企画運営：特定非営

利活動法人グッド・エイジング・エールズ〔東京都渋谷区〕）。

仙台でのこの撮影会が開催されるにあたり、東北で活動するセクシュアリティ関連団体が協働して「OUT IN JAPAN 東北プロジェクト実

行委員会」を結成。グッド・エイジング・エールズとの共催で、東北独自の企画を実施しました。
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